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研 究

乳児の気質と母親の育児不安との関連

妊娠時の愛着表象を防御因子として

高橋　靖子1），瀬地山葉矢2），本城　秀次3）

〔論文要旨〕

　本研究の目的は，子どもの気質の認知と育児不安との関連，それらに及ぼす妊娠時の母親の愛着表象の影響，お

よび愛着表象と知覚されたソーシャルサポートとの関連について縦断的に検討することである。妊婦65名に対して

Adult　Attachment　Interview（AAI）を実施し，妊娠時と産後6か月時に質問紙調査を行った。　AAI安定型の母

親は不安定型の母親と比べ，出産後のソーシャルサポートが高くなった。また，育児不安と子どもの見知らぬ人や

状況への恐れ，味覚へのこだわり，不規則な生活リズムといった気質特徴との関連が認められた。さらに，母親が

乳児の活動性を低く，扱いにくい気質と捉えた場合には，安定型より不安定型の母親において育児不安が高まるこ

とが示された。安定型であることにより，乳児の難しい気質を認識しても育児不安と関連することなく，防御因子

となりうることが明らかとなった。最後に，愛着表象の観点より，育児困難を感じている母親や家族に対する心理

的援助について議論した。
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1　研究背景と目的

　現代の日本社会では少子化や出産の高齢化，核家族

化が進み，多くの母親にとって出産前に子どもと関わ

る経験が少ないうえに，周囲からのサポートを得られ

にくい状況にある。このような厳しい育児環境におか

れた母親は，育児不安や抑うつ感が強まり子育てに悪

影響を与える恐れがある1）。

　出産後の母親の精神的健康に関する要因として，幼

少期における母親の辛い被養育体験や過去のネガティ

ブな体験精神的な脆弱性，ソーシャルサポートの低

さなどが挙げられる2～4）。0’haraら4）は，妊婦自身の

親との葛藤が強い場合には親となった自分に対して

両価的な感情を抱きやすく抑うつ感が高まること，そ

して現在の親との関係が良好でなければソーシャルサ

ポートが得られにくくなると述べている。

　また，養育者の要因だけでなく，子どもの気質が母

親の育児負担感や抑うつ気分と関連する5・6）。Honjoら5）

は，生後18か月時に母親が子どもの気質を難しい（dif－

ficult）と判断する場合，扱いやすい（easy）とした

場合より育児ストレスが高まることを報告している。

Sugawaraら6）による子どもの気質の調査では，生活

リズムが不規則である，または周囲の環境の変化にな

じむのが遅い場合，母親の育児ストレスや抑うつ傾向

が強まり，一層ソーシャルサポートが重要になること

を示した。以上の知見より，母親が幼少時に受けた被
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養育体験や乳幼児期の子どもの気質の個人差が，産後

の母親の精神的健康と関連することが予想される。

　一方で，母親の重要な他者への愛着が，精神的健康

や乳児の気質の認知・育児態度との関連を媒介すると

いう報告がある1°・11）。例えば，Prielら1°）の研究では，

出産前のパートナーへの安定した愛着が母親の胎児へ

の愛着を高めており，さらに幼少期の自身の母親から

の否定的な被養育体験が乳児を難しい気質とする評価

に直接的な影響を及ぼしている。また，Pesonenらll）は，

母親の抑うつが乳児に対する気質の認知にネガティブ

な影響を及ぼす一方で，安定型の愛着によって影響が

緩和されることを示している。そこで本研究では，子

どもが難しい気質であったとしても，母親の安定した

愛着表象を媒介要因として母親の精神的健康の悪化が

緩和されるかどうかについて検討する。

　これらの調査においては被養育体験や愛着スタイル

を測定する方法として，親や現在のパートナーに関す

る意識や態度を測定する自己報告式尺度が用いられて

きた。しかし，実際の養育場面では，養育者の表面的

な意識や態度だけでなく“赤ちゃん部屋のお化け”12’

のような，自らの愛着対象からの被養育体験について

の無意識的イメージ（愛着表象）が深く関与すること

が考えられる。そのため，本研究では愛着の測定法と

してAdult　Attachment　Interview（AAI）13）を用い，

感情や思考などの意識・無意識面での情報処理を考慮

しながら，被養育体験の内容よりも回想される際の態

度を重視して評定を行う。

　さらに，Bowlby7｝は，不安定な愛着を持つ人自身に

サポートを与えうる他者がいたとしても，その人の言

動を歪めて解釈して自ら不適切な行動をとることで，

自分が予測する否定的な方向に相互作用を導くと述べ

ている。実証研究からも，パートナーから援助を受け

る実験状況下で，愛着スタイルが不安定な人はソー

シャルサポートの認識が低い8），結婚して親になる過

程で，愛着スタイルとパートナーからの気遣いに対

する満足度が関連する9）といったように，愛着がソー

シャルサポートの基盤となることが示されている。

　そこで，本研究の第一の目的として，妊娠時の愛着

表象と出産後の知覚されたソーシャルサポートとの関

連について検討する。第二の目的として，乳児の気質

認知と育児不安との関連について検討する。第三の目

的として，乳児の気質が難しいと捉えられた場合でも，

母親の愛着表象が安定型であれば，愛着表象が育児不

安の防御因子として作用するかどうかについて検証す

る。

］1．方 去

1．調査対象

　A大学医学部附属病院産科を受診し，質問紙およ

び面接の実施に応じた136名のうち，産後6か月時の

質問紙に回答した65名の妊婦を対象とした。本研究は，

母親のメンタルヘルスに関する縦断研究の一部14）であ

り，妊娠が確定した妊娠3・4か月時に開始して出産

後3年までの調査を重点的に実施した。母親の面接に

ついては，誕生する子どもとの相互作用による影響を

できるだけ統制する15）ため，妊娠時に実施した。

2．手続き

　妊娠12～20週にあたる妊婦に対して縦断調査に関す

る説明を行い，質問紙への回答，面接への任意による

参加を求めた。主な倫理的配慮として，研究協力の諾

否や中断が診療内容に一切影響しないこと，データは

匿名化のうえで分析に用い，厳密に保管されることを

伝え同意書に署名を得た。本研究はA大学医学部倫

理委員会の承認を得ている（承認番号：173）。

　各時期の調査内容として，妊娠中期の調査時には，

母親の年齢・学歴，世帯年収といったデモグラフィッ

ク変数や妊娠の状況について検診の待ち時間に尋ね，

その約1か月後の検診前後にAAIを実施しだ1）。産

後6か月の調査時には，子どもの性別や出生体重など

のデモグラフイック変数育児不安尺度ソーシャル

サポート尺度乳児の気質評定尺度からなる質問紙を

郵送し回収した。

3．調査内容

i．Adult　Attachment　lnterview（AAI）

　幼少期の両親あるいは代わりの養育者との被養育体

験を思い出させながら，現在の評価について尋ねる半

注）AAIは，訓練を受けた第一・第二筆者，およびAAIの説明と演習を受けた臨床心理学を専攻する大学院生からなる調

　査メンバーによって実施された。面接開始前には調査協力者にいつでも面接の中断が可能であり，中断によって診察

　に不利益を被らないことを伝えた。また，面接終了時には感想を尋ね，心身の調子についてフォローアップを行った。

　AAIの実施によって直接に心理的混乱をもたらすことはなかったものの，面接中に体調不良で1名が中断し，抑うつや

　不安傾向の強い調査協力者1名に対して医療機関を紹介した。

Presented by Medical*Online



第73巻　第3号，2014

構造化面接である13）。質問は，①乳幼児期における両

親との関係を最もよく表現すると思われる形容詞とそ

れについての思い出，②両親から拒否されたり脅され

たりしたことがあったか，③なぜ両親はそのようにふ

るまったと思うか，④両親と自分との関係は幼い頃よ

りどのように変わってきたか，⑤幼い頃の経験が現在

の自分にどのように影響を与えているかといった項目

から構成される。

　面接は逐語記録に起こされた後に，親との愛情的な

結びつき，拒否，役割逆転の有無などの“過去の愛着

経験についての性質ft　rおよび親の理想化，怒りへの

とらわれ，侮蔑，想起の困難そして談話内容の一貫

性といった“現在の心的状態”からなる16のスケール

によって評定され，最終的には以下の4つのカテゴ

リーに分類される。すなわち，①安定自律型（F型：

愛着関係に価値をおいており，描写や評価が一貫して

いる），②愛着離脱型（Ds型：愛着経験にほとんど価

値をおいておらず，一般化された愛着についての表象

も実際はエピソードと矛盾している，あるいは想起で

きない），③とらわれ型（E型：怒りの表出や極端に

長い語りで，現在も愛着関係に過剰にとらわれてい

る），④未解決型（U型：虐待や喪失の話になると意

味づけや会話のモニタリングが著しく欠ける）である。

　AAIの逐語録は第一著者と第二著者が独立評定を

行った。両者は1999年にテキサス州立大学において

AAIの研修を受け，2001年にコーダー資格を取得し

ている。評定者間の一致率は85．5％であり，不一致の

データについては話し合いによって一致させた。

ii、ソーシャルサポート尺度

　子どもの父親父親の家族そして母親の家族の育

児に対する協力の度合いに関する3項目について，“ほ

とんど協力してくれない（1点）”～“十分協力して

くれる（4点）”までの4件法で回答を求めた。

iii．育児不安尺度

　母親愛着尺度（Maternal　attachment　scale）16）の下

位尺度である“Anxiety　regarding　child”を用い，“子

どもとどう関わってよいかわからない”などの子ど

もへの関わりに対する不安に関する8項目について，
“

まったくあてはまらない（1点）”～“よくあてはま

る（4点）”までの4件法による回答を求めた。

iv．乳児の気質尺度

　Revised　Infant　Temperament　Questionnaire

（RITQ）17）の日本語短縮版18）を用い，最近1か月の
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乳児の行動の仕方について“ほとんど～でない（1点）”

から“ほとんどいつも～である（6点）”までの6件

法による回答を求めた。多くの項目には回答しやすい

ように目安となる時間や分量の数値が示されており，

全くみられない行動については斜線を引くように求め

て0点とした。その下位尺度は，①見知らぬ人や状況

への恐れ（見慣れない人や新しい場所に対する警戒心

の強さ），②味覚へのこだわりのなさ（食べ物の質量

の変化への適応の良さ），③リズムの規則性（食事や

睡眠リズムが一日の生活で安定している），④活動水

準（音や光による刺激への反応性の強さ），⑤取り扱

いやすさ（周囲からの働きかけによるなだまりやすさ

や機嫌の良さ），⑥注意の持続性（テレビを見たりお

もちゃで遊ぶ時の集中力），⑦触覚へのこだわりのな

さ（おむつがぬれてもむずからない程度）から構成さ

れ，計53項目を分析に用いた。

皿．結 果

1．調査協力者の概要

　初回調査時の平均妊娠週数は18．84週数（SD＝326，

range：13～22）であり，平均年齢は30．5歳（SD＝4．5，

range：20～42）であった。妊娠時のハイリスク外来

の受診者は対象者のうち16名（24．6％）であり，その

理由は高齢出産や合併症などによるものであった。出

産6か月後の平均調査時期は，出産後1946日であっ

た。

　母親の学歴の分布は，高校・専門学校卒20名

（30．8％），短大卒23名（35．4％），大学卒21名（32．3％）

であった。妊娠を予定していた人は39名（60．0％），

予定外だった人は10名（15．4％），どちらでもなかっ

た人は10名（15．4％）であった。

　子どもの平均在胎週数は，39．0週（SD＝1．5，

range：33～41）であり，平均出生体重は2，959g（SD

＝ 375，　range：2，380～4，176）であった。性別は男子35名，

女子29名，第1子は40名（61．5％），第2子以降が19

名（29．2％）であった。

　これらの調査は，1998年9月より2004年11月にかけ

て実施された。

2．AAIの分類結果とAAIと他の変数との関連

　AAIの逐語記録より母親を4つのカテゴリーに分

類した結果，愛着離脱型が12名（18．5％），安定自律

型が51名（785％），とらわれ型および未解決型がそ
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表1　各変数の全体およびAAI群ごとの平均値とt検定結果

変数 　　　　　　全体

α係数　N　平均値　　SD

　　安定型

N　平均値　　SD

　不安定型

N　平均値　SD　　t値

育児不安 ，69　　　65　　　1526　　　3．57 51　　　15．04　　　3．25 14　　　16．07　　　4．62　　　－O．79

ソーシャルサポート ．63　　　　64　　　　9．00　　　　2．25 51　　　　9，27　　　2．28 13　　　　7．92　　　　180 1．98＊

　　　見知らぬ人や状況への恐れ

　　　味覚へのこだわりのなさ

　　　リズムの規則性
乳児の
　　　活動水準気質

　　　取り扱いやすさ

　　　注意の持続性

　　　触覚へのこだわりのなさ

．85　　　61　　　　2．46　　　0．89

．82　　　　64　　　　4．00　　　　1．10

．78　　　　65　　　　3．52　　　　0．93

．74　　　65　　　　4．61　　　0．76

．55　　　65　　　　4．25　　　　0．73

．63　　　62　　　　322　　　　0．95

．61　　　65　　　　3．73　　　　1ユ2

47　　　　2．51　　　093

50　　　　3．89　　　1．14

51　　　　3．54　　　092

51　　　　4．63　　　0．77

51　　　　4．28　　　0．70

49　　　　3．36　　　0．84

51　　　　3．80　　　LlO

14　　　2．30　　　0．75

14　　　4．39　　　0．89

14　　　　3．44　　　0．97

14　　　4．54　　　0．77

14　　　4．15　　　0．86

13　　　2．69　　　L20

14　　　　3．48　　　1．21

　0．80

－
1．53

　0．38

　0．37

056

　2．32＊

097

＊P〈．05

表2　AAI群と気質高低群ごとの育児不安得点および分散分析結果

安定型 不安定型 主効果 交互作用 下位検定

気質の下位尺度 N平均値SD　N平均値

　　AAI　気質下位尺度　AAI×気質
SD　　F値　　　　　F値　　　　　　　F値

見知らぬ人や　　高20　16・653・31　7　17・864・56　0・67

状況への恐れ　　低2213．772．76　7　14．294．23

9．44＊＊ 0．11 高〉低＊＊

味覚への　　　　高26　14・813・24　10　14・60403　2・57

こだわりのなさ低1915843．34419．754．27
7ユ9＊ 3．18＋　低〉高＊

リズムの規則性
高2114．143．15　714．004．08092
イ氏　25　　15．96　　3．32　　　7　　18．14　　4．41

7．83＊＊ 1ユ9 低〉高＊＊

活動水準
高2514．603．56　612．832．930．21
f氏　21　　15．76　　3．02　　　8　　18．50　　4．21

10．55＊＊ 4．59＊　低：不安定〉低：安定＊

　　　　不安定：低〉不安定：高＊＊

取り扱いやすさ
高2114．523．67　712．572．760．99

低25　15．64　3．01　　7　19．57　3．15

16．68＊＊＊ 8．77＊＊ 低：不安定〉低：安定＊＊

不安定：低〉不安定：高＊＊＊

注意の持続性
高2515．363．12　314．334．160．01
f氏　20　　15．10　　3．55　　10　　16．40　　5．04

0．46 0．76

触覚への　　　　高19　15・373・80　5　16・80　5・59　0・83

こだわりのなさ低2714．963．03　915．674．30

0．43 0ユ0

＋p＜ユ0，＊♪〈．05，＊＊1）＜．Ol，＊＊＊　p＜．001

れそれ1名（1．5％）となった。とらわれ型と未解決

型の人数が少なかったため，これ以降の分析では安定

自律型51名を安定型，残りの型14名を不安定型として

2群で分析を行う。

　表1に育児不安，ソーシャルサポート，乳児の気質

下位尺度の平均値，そしてAAIの安定型と不安定型

のタイプ別の各変数の平均値を示す。2群間でt検定

を行ったところ，不安定型に比べて安定型は乳児の気

質の“注意の持続性”で有意に高く，出産6か月後の

ソーシャルサポートが有意に高かった（t（60）＝232，

／）〈．05；t　（62）　＝1．98，　2りく．05）。

3．AAIと気質による分散分析

　産後6か月時の育児不安に対する愛着表象と気質と

の関連を調べるために，気質の下位尺度得点を平均値

0，標準偏差1の2得点に標準化し，0点より高けれ

ば高群　0点以下であれば低群とした。そして，育児

不安得点に対してAAI（安定・不安定型）と各気質

の下位尺度（高群・低群）による2要因分散分析を行っ

た（表2）。

　その結果“活動水準”および‘取り扱いやすさ”

において交互作用が有意となった（F（1，60）＝4．59

p＜．05；F（1，60）－8．77p＜．Ol）。有意となった

項目において，単純主効果の検定を行ったところ，不

安定型で子どもの活動水準が高い場合より低い場合
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図1　AAI群と活動水準の高低群による育児不安得点
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図2　AAI群と取り扱いやすさの高低群による育児不

　　安得点の交互作用結果

に，また不安定型で子どもが取り扱いやすい場合より

取り扱いにくい場合に，育児不安が有意に高くなった

（図1・2）。

　交互作用が有意でなかった項目において主効果を確

認したところ，“見知らぬ人や状況への恐れ”が強く，

“味覚へのこだわり”があり，“リズムの規則性”が少

ない子どもの母親の方が，育児不安が有意に高かった

（F　（1，60）　＝　9．44，p＜．01；F　（1，60）　＝　7．19，／）〈．05；

F　（1，　60）　＝　7．83，　p＜．01）o

IV．考 察

1．愛着表象の異文化間比較と他変数との関連

　本研究の対象者におけるAAI分類は，愛着離脱（Ds）

型が20％弱，安定自律（F）型が80％弱，とらわれ

（E）型と未解決（U）型がそれぞれ約2％であった。

欧米圏の母親を対象としたメタ分析では，Ds型16％，
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F型55％，E型9％，　U型その他が19％であった19）。

数井ら20）は日本の母親50名にAAIを実施し，　Ds型

20％，F型66％，E型6％，U型が8％と報告している。

本研究では欧米に比較してE型，U型の比率が低く，

F型が多いという数井らと類似した傾向が認められ

た。F型が多い理由として，日本社会では成人した後

にも自身の親との近接居住することが多く，特に娘は

出産前後において生活のサポートや子どもの世話を手

伝ってもらう機会が増加するため，親への感謝や過去

の振り返りが進み，親に関する愛着表象が変化する可

能性がある。加えて，今回の調査対象である母親の養

育環境が相対的に安定していたことが推測される。E

型が少ない理由としては，“親へのとらわれによって

生じる怒り”がE型の大きな特徴とされるが，日本

人は比較的怒りを顕わにしにくい文化特性を有するた

めと考えられる。また，U型の特徴の一つは死者が生

きているかのような語りであるが，日本では生まれ変

わりや虫の知らせといった宗教観が一般的であり，U

型の判定の際には欧米との文化差について考慮する必

要があるだろう。

　AAIと産後6か月時のソーシャルサポートとの関

連については，不安定型より安定型の女性で多くのサ

ポートが認識されていた。先行研究でも，カップル間

の愛着と，同時期に測定された一般的なサポートの認

識との関連が報告されている2122）。しかし，これまで

妊娠期の愛着表象と出産後のサポートとの関連につい

ては報告がみられず，今回の結果でAAIが不安定型

であると他者のサポートを得られにくい，あるいは少

なく見積もりやすいことが明らかとなった。

2．母親の育児不安と愛着表象，乳児の気質に関する検討

　AAIの安定・不安定型を気質と育児不安の媒介要

因として分散分析を行ったところ，子どもについて見

知らぬ人や状況への恐れが強く，味覚へのこだわりが

あり，生活リズムが不規則であると評価した母親の育

児不安が有意に高かった。Noverら23）は，夜泣きなど

の睡眠に関する問題が，母親の不安と強く関連するこ

とを指摘しており，Sugawaraら6）は，　RITQによる

6か月時の“生活リズム”と母親の抑うつ得点との間

に負の相関を見出している。対人接触や生活リズムな

どの日常的な生活場面において育てにくいとされる子

どもの行動特徴が，母親の不安を高めると考えられる。

　次に，交互作用の結果より不安定型において，“活
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動水準”が低い，あるいは“取り扱いにくい”気質と

評価した場合に，育児不安が高くなった。Sugawara

ら6）は，6か月時のRITQによる“フラストレーショ

ン・トレランズ（本研究の‘取り扱いやすさ”に該当）

と出産後の母親の抑うつ得点との間に正の相関を見出

しており，本研究でも不安定型の母親に関しては同様

の結果を示した。

　以上のように，育てにくい乳児の気質と育児不安と

の関連が明らかになった。また，愛着表象の不安定型

において，活発な行動を示さない，あるいは扱いが難

しいと感じる乳児の気質と母親の精神的健康との間に

交互作用が認められた。不安定な愛着を持つ母親に

とって，乳児が「食べたり飲んだりする間よく動く」，

「眠くなったときでも，話しかけられたり，あやされ

たりすれば，おとなしくなる」などの親子の活発な相

互作用が生じにくい場合，育児不安がより強まった。

　一方，安定型は不安定型よりも子どもの気質の認知

による影響を受けることはなかった。その理由として，

安定型の母親は子どもの個性にそった応答性24　’）を働か

せることにより，育児不安が喚起されにくいと考えら

れる。また，安定型の愛着表象がソーシャルサポート

の高さと関係しており，愛着表象だけでなくソーシャ

ルサポートも育児不安に対する間接的な防御因子とな

ることが想定される。

3．本研究の意義と課題

　今回の結果より，養育者に対する子育て支援に関し

て，以下の2点を示唆できる。

　第一に，支援の際に養育者自身の愛着パターンを把

握することの重要性が挙げられる。不安定型の母親に

ついては抑うつ傾向が高く25，1，子どもの気質だけでな

く日常生活全般において精神的に不安定となりやす

い。不安定型の語りは，養育者との関係の想起におい

て過度に防衛的，あるいは過覚醒になるのが一つの特

徴である。そして，他の重要な対人関係においても同

様の方略を繰り返す傾向にあるため，子ども自身の愛

着も不安定になりやすい26）。このような世代間伝達を

防ぐために，母親が自他の心的状態を理解し一貫した

やり方で心的状態を観察する心構え（内省機能）を持

つことによって，子どもの安定した愛着の発達を促進

させる26）。Fonagyら27）はAAIを用いて内省機i能を測

定しており，心理的援助における見立てや目標設定に

おけるアセスメント・ツールとしての利用について示

小児保健研究

唆している。

　第二に，養育者に対するソーシャルサポートの重要

性が挙げられる。具体的には，子どもの気質の個人差

に関する情報や知識具体的に生じやすい問題行動や

対処方法についての心理教育を行うことによって，養

育者の育児負担感を軽減できる28’］。また，養育者が気

軽に子どもを預けて気分転換できるような，社会的な

サポート体制の整備が望まれる。さらには，母親自身

による気質評定には主観的な要素が含まれる29）ことか

ら，子どもの行動に関する母親の認知と援助者の観察

内容とのズレについて取り上げていくことが有効であ

ろう。今回の結果より，不安定型の養育者は，子ども

の問題で悩んでいても周囲への相談に抵抗感を抱きや

すく，相談機関においても保健師や相談員などとの関

係作りが難しいことが予想される。そのため，養育者

への直接的な援助だけでなくその家族や地域住民など

の社会資源を活用しながらのネットワーク作りやチー

ムによる連携が求められる。

　ただ，本研究の限界として，縦断的なデータを効率

よく得るために都市部に所在する大学病院での調査と

なり，対象者が比較的高学歴で人数も不十分であった。

そのため，今後は複数の場所で臨床群を含めた調査を

実施し，臨床的介入についての示唆を得る必要がある。

　最後に，愛着理論の視点による養育者とその子ども

に対する心理的援助に関しては，養育者の内省機能や

感受性の発達促進を目的として，または親子相互作用

の改善，環境調整を目標として短期的・長期的な効果

が検討されている27｝。欧米ではAAIに関して臨床面

での応用が進んでいるが，日本においても養育者の愛

着表象の臨床的介入やアセスメント研究についてのさ

らなる蓄積が期待される。

　長年にわたり縦断調査に参加いただいた研究協力者の

皆様調査に加わったスタッフに感謝します。

　本研究の一部は日本発達心理学会第23回大会において

報告した。なお，本研究をまとめるにあたり文部科学省

科学研究費（若手研究（B））の補助を受けた。

　利益相反に関する開示事項はありません。
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〔Summary〕

　　This　study　exarrlined　the　relationship　between　infant

temperament　and　child－rearing　anxiety，　the　influences　of

attachment　representation　in　pregnancy　on　the　relation－

ship，　and　the　relationship　between　maternal　attachment

representation　and　perceived　social　support．　The　Adult

Attachment　Interview（AAI）was　conducted　on　65

pregnant　women，　and　a　questionnaire　was　given　to　them

during　pregnancy　and　six　months　after　delivery．　A　se－

cure－attachment　mother　receives　higher　levels　of　socia！

supPort　in　her　postnatal　periods　than　does　an　insecure－

attachment　mother．　A　relationship　between　child－rearing

　　　　　　　　　　　　　　　　カarlxiety　and　a　child　s　fear　of　strangers　and　strange　situ－

ations，　sensitivity　to　food，　and　irregular　rhythmicity　was

recognized．　Furthermore，　the　results　suggest　that　for

　　　　　　　tan　infant　s　low　activity　level　and　low　manageability，　an

insecure　mother　displays　greater　child－rearing　anxiety

than　a　secure　mother．　When　a　secure　attachment　mother

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

percelved　her　infant　s　difficult　temperament，　it　was　not

necessarily　related　to　child－rearing　anxiety，　and　it　was

shown　that　secure　attachment　could　be　a　protective　fac－

tor．　Finally，　we　discuss　how　a　rnother　and　her　family

who　experiences　child－rearing　anxiety　could　be　provided

psychological　help　in　view　of　the　maternal　attachment

representatlons．
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